
「集会場」の判断フロー
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集会場とは、不特定多数の者が集会等に利⽤する建築物⼜はその部分をいう。

①の解説：
【不特定多数の者が集会等に利⽤する建築物の例】
⽂化会館、市⺠ホール、多⽬的ホール、結婚式場、葬祭場、セレモニーホール
【利⽤者が限定される（特定の者が利⽤する）建築物の例】
・祭壇などが設置され信者など利⽤者が関係者に特定されている教会や寺院の礼拝
堂
・利⽤者が近隣住⺠（⾃治会程度）など関係者に特定されている地域の公⺠館
※ JCBA適⽤事例では、法第48条において、「近隣住⺠を対象とした公⺠館、集
会所」は、「学校等」に該当すると⽰されている。

②の解説：
利⽤形態が未定の場合や、不特定多数が利⽤する可能性がある場合もYESに進む。
【不特定多数の者が集会等に利⽤する室の例】
・⼤会議室
・ホテルの⼤宴会場
【利⽤者が限定される（特定の者が利⽤する）室の例】
・学校関係者のみが使⽤する専⽤体育館や講堂
・企業の職員や従業員が利⽤する会議室

③の解説：
客席の床⾯積とはステージ⼜は固定席が設けられているなど利⽤する者が明確に区
分されている場合はその部分の⾯積、それ以外の場合は1室の床⾯積とする。

④の解説：
客席の床⾯積の考え⽅は③と同じ。不特定多数の者が集会等に利⽤する室が複数あ
る場合は合計で判断する。

※法第27条第1項第⼆号（準耐⽕建築物等）適⽤条件と同じ

③集会等に使⽤できる室の1室の客
席の床⾯積が200㎡以上か？

建築物全体⼜は部分が、
法第2条第2号、別表第1(い)欄(1)項、及び
県条例第２条第２項第２号の「集会場」に該当

①建築物の主要な使⽤形態が集会場か？

④集会場の客席の床⾯積の合計が200㎡以上か？

②不特定多数の者が集会等に利⽤す
る室があるか？
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「集会場」の判断フローの例

ア） 主要⽤途：セレモニーホール エ） 主要⽤途：貸事務所

①YES 建築基準法2条 集会場に該当 ①NO
④YES 条例10〜12条 適⽤ ②YES ※貸事務所のため貸出後の利⽤形態が未定なのでYES

③NO 建築基準法2条 集会場に該当しない
条例10〜12条 適⽤しない

イ） 主要⽤途：⽂化会館 オ） 主要⽤途：オフィスビル

①YES 建築基準法2条 集会場に該当 ①NO
④NO 条例10〜12条 適⽤しない ②NO 建築基準法2条 集会場に該当しない

条例10〜12条 適⽤しない

ウ） 主要⽤途：ホテル カ） 主要⽤途：地域の公⺠館（⾃治会でのみ使⽤）

①NO ①NO
②YES ②NO 建築基準法2条 集会場に該当しない
③YES 建築基準法2条 集会場に該当 条例10〜12条 適⽤しない

条例10〜12条 適⽤ ※⾃治会員のみが使⽤する室なのでNO

※⾚枠部分が集会場に該当する部分


